
青山学院大学CALLワークショップ開催のご案内
 

◆日時 2010年7月27日（火）13:00 ～ 17:00（受付開始　12:10 ～）
◆場所 青山学院大学 相模原キャンパス
 B棟（メディアセンター）3F　B303 教室
 ※受付は「3F メディアライブラリー事務室」となります。

◆対象 語学教育に携わる先生方、および学校関係者
◆参加費  無料 
◆主催 青山学院大学　メディアライブラリー
◆協賛 チエル 株式会社

12:10 ～ 受付（B棟3F　メディアライブラリー事務室）
13:00 ～ 13:05 開会の挨拶　外国語ラボラトリー所長　文学部 英米文学科 准教授　　横谷 輝男
13:05 ～ 14:35
　　　　　　　“Using CALL to Improve Multiple Skills of Japanese University Students 
 　　　　in an English for Specific Purposes (ESP) Program“
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 社会情報学部 准教授　　  LAMBACHER,S.G.
                                This presentation will explain and demonstrate how a CALL system(including methodology

                                and materials) is used to teach multiple English skills to first-year students in the School

                                for Social Informatics at Aoyama Gakuin University.

                                In particular, the English curriculum focuses on English for Specific Purposes(ESP),

                                with importance placed on learning both computer science and business-related English.

                                The integrated learning of English skills is emphasized, with courses in both Reading &.

                                Writing and Listening & Speaking(including pronunciation). 

14:35 ～ 14:45 休憩
14:45 ～ 16:15
　　　　　　　“How the Use of CALL Can Enhance the Learning of Business English Skills 
 　　　　By Japanese University Students “
  　　　　   　　　　　　　　　　　　  東海大学／法政大学講師　REILLY, John
                                This presentation will provide an overview and a demonstration of how a CALL system offers

                                Japanese university students individualized and bidirectional learning tools to develop better

                                overall Business English skills. 

                                The presentation will focus on how the use of CALL in the School for Social Informatics at

                                Aoyama Gakuin University augments Business English speaking and writing communication

                                class activities, and emphasizes that students take greater responsibility for their learning

                                and output. 

                                In addition, the presenter will explore the production and perceptual difficulties Japanese

                                learners have in acquiring Business English communication skills (e.g. spoken and written

                                expressions they frequently have difficulty producing or produce inappropriately), as well as

                                cultural misunderstandings they may exhibit in business settings.

16:15 ～ 16:25 休憩
16:25 ～ 16:50
16:50 ～ 16:55 閉会の挨拶　相模原キャンパス主任　社会情報学部 教授　村川久子

お申込方法は裏面をごらんください。

　青山学院大学では、国際社会に通用する実践的な外国語能力とコミュニケーション能力を
持った人材を育成するため、2003年4月にCALL教室を設置し、2010年度、 その数は青山キャ
ンパスに4 教室、相模原キャンパスに16 教室と、日本の大学の中でも最大規模を誇ります。 
個々の学生が PCを使うフルデジタルマルチメディア学習システムの採用により、通常の LL
機能やマルチメディア教材、インターネットを利用した授業が可能なほか、e-learningを取り
入れた Blended Learningも実践されています。また、 学生・教員双方にとって円滑な授業が
行えるよう、サポート体制の整備についても導入当初から組織的な努力がなされています。
 　さて、青山学院大学外国語ラボラトリー／メディアライブラリーでは、これまでの知識や
経験を他の学校関係者の方々と共有することによって、語学教育の発展に寄与したいと考え、
2007 年よりCALLワークショップを開催しております。4回目となる今回は下記の内容で開催
されます。例年に比べ報告者お1人あたりの時間を長めに取り、質疑応答や意見交換が容易に
なるよう試みました。多数の皆様のご参加をお待ちしております。

YOKOTANI, Teruo

LAMBACHER,S.G.

REILLY, John

授業実践報告（1）

全体ディスカッション

授業実践報告（2）

※午前中にCALLシステムを有効活用するための授業例や発音ソフトのご紹介、教材作成体験、施設見学などを実施いたします。
　ご希望の方は裏面もご参照のうえ、お申込みください。



別紙のFAX申し込み用紙に必要事項を記入の上、7月24日（土）必着でお申し込みください。
e-mail でお申し込みの場合は次の項目をお知らせください。

　　①お名前（ふりがな）、学校名
　　②連絡先（学校住所、電話番号、FAX番号、e-mail アドレス）
　　③午前の部の希望（ご希望のコーナーの番号 / 参加しない）
※定員を超えるお申し込みをいただいた場合、教室座席数の都合上お断りのご連絡をさせていただくこともございます。
　あらかじめご了承ください。

お問い合わせ先：青山学院大学　メディアライブラリー
　　　　　　　　 TEL：042-759-6005　FAX：042-759-6073
　　　　　　　　 e-mail：mediaweb＠aoyamagakuin. jp

【アクセス】
JR 横浜線「淵野辺駅」北口より
徒歩約7分
（注） 相模原キャンパスへの車両での来校は
　　ご遠慮ください。

午前中（10：30 ～11：30）、下記 3つのご紹介・体験コーナーと施設見学を実施いたします。
ご希望の方は番号を明記の上、お申込みください。 ※午前中のコーナーの受付は 10：00 ～となります。

①授業例ご紹介コーナー
　実際の授業形式で、CALLシステムを有効活用し、先生方がストレスなく授業を行うヒントをご紹介いたします。
②Gleader VISUAL／Gleader SYSTEM：（社会情報学部 村川教授開発）体験コーナー
　PROTS（Pronunciation Training System）で発音方法全体をDVD で見ていただき、それから3Ｄアニメーションで
　発音器官の動きを視覚化し、発声をフォルマント表示であらわすことができる発音ソフトを体験していただきます。
③e-Learning教材（SMART-HTML）作成体験コーナー
　簡単に問題を作成できるe-Learning教材作成システムで実際に問題を作成し、e-Learningシステムにアップロー
　ドして、どのように学習できるか、体験いただきます。
●施設見学
　相模原キャンパスのCALL教室／PC教室／サポートラウンジ／万代記念図書館をご案内いたします。上記と並行し、
　CALL教室で、社会情報学部の授業の様子と先生方のインタビューをビデオでご紹介しております。（事前申し込み不要）
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お申し込み方法

【キャンパスマップ】
Ｂ棟メディアセンター
中央エスカレーターにて
３階 EAST WING
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